
検見川ビーチフェスタ 2025 春

検見川の浜の生き物たち

平田 稚江子（千葉市）

日 時：2025 年５月２５日（日）10：00～15：00

参 加 者：約２４０名（ビンゴ用紙 120 枚配布）

参加指導員：伊藤、田島、相吉、井上、梅宮、浦部、藤井、本多、山口、平田

見川の浜で毎年実施されるお祭り、検見川ビーチフェスタの会場の一角で、今年も海の

生き物を展示し、ビンゴゲームで生き物観察、折り紙教室、ヤドカリ競争などで多くの参

加者に楽しんでもらうことができました。

天気予報は雨マーク、中止かと思われましたが、幸い曇り空に変わり風もなく穏やかで

生き物採取、種別に展示準備などスムーズに行うことができました。

生き物は、イソギンチャク、ゴカイ、貝類、エビ、ヤドカリ（数種）、カニ（数種）、

ホヤ（数種）、魚類（アカエイ、イシガレイ、アイナメ、メバルの一種、その他）海藻，海

草など、たくさんの種類を展示することができました。

折り紙教室では、子どもはもとより、若者も懐かしんで、折り紙で魚やカニを作り盛り

上がっていました。

生き物コーナーでは、ビンゴ用紙片手に子どもたちは、熱心に観察し、生き物に触り、

大きなヤドカリ（コブヨコバサミ）に驚き、カンザシゴカイの奇妙な姿に感心していまし

た。特に、多くの人が検見川の浜でこんなに多くの生き物が生息していることに驚いてい

たのが印象的でした。

ヤドカリ競争は毎回人気ですが、今年も幼児から大人まで楽しんでいました。

ヤドカリを怖がっていた幼児が、触れるようになり 気に入って今度はその場から離れず長

い時間遊んでいました。また、ファーブルを覗いた高学年の子は顕微鏡で見る世界に感動

し“すごい！”と感嘆の声を上げていました。二枚貝が砂に潜る様子も展示してみました

が、貝の動く様子を面白がって見ていました。

何回も生き物を見にくる子、展示コーナーから離れず“じっくり観察させて”と言う子な

ど、子どもたちが生き物に実際に触れ、興味を持ち、楽しんでくれていたのが何よりでし

た。

人気のヤドカリ競争展示コーナーに人だかり


